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               審   査   の   要   旨 
 
 本学位論文において孫琳氏は、抗体レパトア全体像を俯瞰する新規解析手法を用いて抗体システム構
築における代替軽鎖の役割を検討した結果、代替軽鎖遺伝子欠損マウスに出現する漏洩B細胞の抗体レパ
トアは特徴的であり、特に抗体H鎖CDR3ループ中央部にアルギニンが高頻度に出現することを初めて明ら
かにした。このことは、漏洩B細胞の発生においても、PreBCR様構造が形成されて分化シグナルを送って
いることを示唆し、この分化シグナルがB細胞分化の重要なチェックポイントとして働いていることを示
した。本研究は、最新の解析手法を改良して抗体レパトアの全体像を俯瞰し、レパトア形成過程の分子機
構を理解する上で重要な知見を得る事に世界で初めて成功した点で極めて学術的価値が高い。 
 平成３０年１月２９日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最
終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査
委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
  
 
 
